
平成™›年 月™—日 木曜日 第œŸŸ 号官 報
政
令
第
二
百
四
十
号

港
則
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四

号
）
第
二
条
及
び
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

港
則
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
北
海
道
の
部
福
島
の
項
中
「
福
島
港
北
防
波

堤
灯
台
（
北
緯
四
一
度
二
八
分
四
〇
秒
東
経
一
四
〇
度
一

五
分
三
五
秒
）
か
ら
二
一
八
度
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
」を「
福

島
港
外
東
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
四
一
度
二
八
分
三
五
秒
東

経
一
四
〇
度
一
五
分
四
五
秒
）
か
ら
二
五
六
度
四
七
〇

メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
岩
手
県
の
部
広
田
の
項
中
「
一
四
七
メ
ー
ト

ル
」
を
「
一
四
六
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
宮
城
県
の
部
石
巻
の
項
中「（
一
・
九
メ
ー
ト

ル
）（
北
緯
三
八
度
二
四
分
四
四
秒
東
経
一
四
一
度
一
四
分

一
五
秒
）」を「（
三
・
三
メ
ー
ト
ル
）（
北
緯
三
八
度
二
四
分

四
九
秒
東
経
一
四
一
度
一
四
分
二
三
秒
）
か
ら
二
三
二
度

三
〇
分
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
福
島
県
の
部
相
馬
の
項
中「
三
一
メ
ー
ト
ル
」

を
「
三
〇
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
部
江
名
の
項
中
「
八

二
メ
ー
ト
ル
」
を
「
八
一
メ
ー
ト
ル
」
に
、「
い
わ
き
市
江

名
江
ノ
浦
と
同
市
折
戸
岸
浦
」
を
「
い
わ
き
市
江
名
と
同

市
折
戸
」
に
改
め
、
同
部
小
名
浜
の
項
中
「
四
七
メ
ー
ト

ル
」
を
「
四
六
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
島
根
県
の
部
美
保
関
の
項
中
「
美
保
関
港
東

防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
五
度
三
三
分
三
四
秒
東
経
一
三
三

度
一
八
分
三
四
秒
）
か
ら
五
八
度
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
」
を

「
美
保
関
港
沖
防
波
堤
灯
台
（
北
緯
三
五
度
三
三
分
二
九

秒
東
経
一
三
三
度
一
八
分
三
二
秒
）
か
ら
三
八
度
三
〇
五

メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
愛
媛
県
の
部
今
治
の
項
中「（
北
緯
三
四
度
五

分
二
四
秒
東
経
一
三
二
度
五
九
分
二
九
秒
）」を「（
北
緯
三

四
度
五
分
二
五
秒
東
経
一
三
二
度
五
九
分
一
六
秒
）
か
ら

九
六
度
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
鹿
児
島
県
の
部
串
木
野
の
項
中
「
北
緯
三
一

度
四
二
分
三
七
秒
東
経
一
三
〇
度
一
五
分
八
秒
」
を
「
北

緯
三
一
度
四
二
分
三
六
秒
東
経
一
三
〇
度
一
五
分
八
秒
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
北
海
道
の
項
中
「
小
«
」
の
下
に
「
、
石
狩

湾
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
四
十
一
号

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第

五
十
七
号
）
第
十
四
条
、
第
三
十
一
条
の
二
、
第
五
十
七

条
第
一
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
第
二
項

及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三

百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
十
八
号
中
「
同
表
第
二
号
15
」
を
「
同
表
第

二
号
３
の
３
、
13
の
２
若
し
く
は
15
」
に
、「
同
号
15
」
を

「
同
号
３
の
３
、
13
の
２
若
し
く
は
15
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
第
二
号
の
六
を
第
二
号
の
七
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
八

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

第
十
八
条
中
第
二
号
の
五
を
第
二
号
の
六
と
し
、
第
二

号
の
四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
五

イ
ン
ジ
ウ
ム
化
合
物

第
十
八
条
中
第
九
号
の
十
三
を
第
九
号
の
十
四
と
し
、

第
九
号
の
四
か
ら
第
九
号
の
十
二
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
九
号
の
三
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
四

コ
バ
ル
ト
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

第
二
十
一
条
第
七
号
中
「
同
号
15
」
を「
同
号
３
の
３
、

13
の
２
若
し
く
は
15
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
同
号
15
」
を
「
同
号

３
の
３
、
13
の
２
若
し
く
は
15
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
十
四
号
の
二
」
を
「
第
九
号
の
二
、
第
十
三
号
の

二
若
し
く
は
第
十
四
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
中
第
九
号

を
第
九
号
の
三
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え

る
。九

イ
ン
ジ
ウ
ム
化
合
物

九
の
二

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

第
二
十
二
条
第
二
項
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

十
三
の
二

コ
バ
ル
ト
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

別
表
第
三
第
二
号
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
の
２

イ
ン
ジ
ウ
ム
化
合
物

３
の
３

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

別
表
第
三
第
二
号
13
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

13
の
２

コ
バ
ル
ト
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

事
業
者
は
、改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令（
以

下
「
新
令
」
と
い
う
。）第
六
条
第
十
八
号
に
掲
げ
る
作

業
（
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下
「
旧

令
」
と
い
う
。）第
六
条
第
十
八
号
に
掲
げ
る
作
業
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
作
業
の
作
業
主

任
者
を
選
任
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

次
に
掲
げ
る
物
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日

に
お
い
て
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

五
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第

五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

新
令
第
十
八
条
第
二
号
の
五
、
第
二
号
の
八
及
び

第
九
号
の
四
に
掲
げ
る
物

二

新
令
第
十
八
条
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
物
で
、
前

号
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
も
の

４

事
業
者
は
、
新
令
第
二
十
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
作

業
場
（
旧
令
第
二
十
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
場
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
作
業
環
境
測
定
を

行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
四
十
二
号

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
三
百
三
号
）
別
表
第
一
第
二
十
八
号
及
び
別
表
第
二

第
九
十
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
八
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ロ

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
、
セ
レ
ン
及
び
砒ひ

素
か
ら
成
る

ガ
ラ
ス
状
態
の
物
質
並
び
に
こ
れ
を
含
有
す
る
製

剤

第
一
条
第
二
十
三
号
中
ニ
を
ホ
と
し
、
イ
か
ら
ハ
ま
で

を
ロ
か
ら
ニ
ま
で
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

イ

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
、
セ
レ
ン
及
び
砒ひ

素
か
ら
成
る

ガ
ラ
ス
状
態
の
物
質
並
び
に
こ
れ
を
含
有
す
る
製

剤

第
二
条
第
一
項
第
三
十
二
号
中

(169)
を

(170)
と
し
、

(143)
か
ら

(168)
ま
で
を

(144)
か
ら

(169)
ま
で
と
し
、

(142)
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

(143)

三
e

ブ
ロ
モ
e

一
e

（
三
e

ク
ロ
ロ
ピ
リ
ジ

ン
e

二
e

イ
ル
）
e

Ｎ
e

﹇
四
e

シ
ア
ノ
e

二
e

メ
チ
ル
e

六
e

（
メ
チ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル
）
フ
エ

ニ
ル
﹈
e

一
Ｈ
e

ピ
ラ
ゾ
ー
ル
e

五
e

カ
ル
ボ
キ

サ
ミ
ド
（
別
名
シ
ア
ン
ト
ラ
ニ
リ
プ
ロ
ー
ル
）
及

び
こ
れ
を
含
有
す
る
製
剤

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
四
十
三
号

大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
号
）
附
則
第
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成

二
十
四
年
九
月
二
十
一
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

川
端

達
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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